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1. 調査団員・氏名 



1. 調査団員・氏名 

 

事業化調査 (期間：平成 21 年 11 月 22 日から 12 月 5 日まで) 

No. 氏名 担当 所属 

1. 小貫 和俊 総括 
独立行政法人国際協力機構 

モンゴル事務所 次長 

2. 佐藤 恭之 計画管理 
独立行政法人国際協力機構 

農村開発部 水田地帯第二課 

3. 鈴木 修 業務主任/運営・維持管理計画 ㈱山下設計 

4. 津本 正芳 建設計画/調達・積算 ㈱山下設計 

5. 根本 雄二 機材計画/調達・積算 ㈱エコー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 調査行程 



2. 調査行程 

官団員 コンサルタント団員 

日順 日付 

総括 計画管理 
業務主任/ 

運営維持管理計画 

建築計画/ 

調達・積算 

機材計画/ 

調達・積算 

    鈴木 修 津本 正芳 根本 雄二 

1 11 月 22 日（日） 
 

 成田→北京 

北京→ウランバートル 

成田→北京 

・建設材料単価調査依頼 

成田→北京 

北京→ウランバートル 

2 11 月 23 日（月） 
 ・自然環境観光省表敬・ミニッツ協議 

・環境関連コンサルタント調査 

北京→ウランバートル 

・建設業協会等調査 
・機材代理店調査 

3 11 月 24 日（火） 

・ミニッツ協議（自然環境観光省） 

・免税関関連協議（大蔵省） 

・ミニッツ協議（自然環境観光省） 

・建設費調査（共通仮説費

調査、現場経費調査、労務

単価調査） 

・機材代理店調査 

4 11 月 25 日（水） 
・自然環境観光省・財務省とミ

ニッツ署名 

・モンゴル国家観光センター 

・ミニッツ署名立会 
・機材代理店調査 

5 11 月 26 日（木）  ウランバー

トル→成田

・市内機材設備調査 

・ﾓﾝｺﾞﾙ科学ｱｶﾃﾞﾐｰ専門

家と機材運営体制協議 

・市内機材設備調査 

・ﾓﾝｺﾞﾙ科学ｱｶﾃﾞﾐｰ専門

家と機材運営体制協議 

6 11 月 27 日（金） 
・在モンゴル日

本大使館報告  
・研修等活動関連調査 

・在モンゴル日本大使館報

告 

・ウギノール湖自然環境セ

ンター調査 

（ウランバートル⇔ウギノー

ル） ・運送会社、PC 代理店調査

7 11 月 28 日（土）   ・サイト状況調査 ・機材等見積徴収 

8 11 月 29 日（日）   ・市内自然環境関連施設

調査 
ウランバートル→北京 ウランバートル→成田 

9 11 月 30 日（月）   ・研修等活動実績関連調

査、統計資料調査 
・建設資機材等見積徴収  

10 12 月 1 日（火）   ・建築・機材見積回収 

ウランバートル→北京 

・家具・展示機器等見積徴

収 
 

11 12 月 2 日（水）   ・市場統計等調査 

北京→成田 
北京→上海  

12 12 月 3 日（木）    
・建設資機材・輸送費等見

積徴収 
 

13 12 月 4 日（金）    
・建設資機材・輸送費等見

積徴収 
 

14 12 月 5 日（土）     上海→羽田  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 関係者(面談者)リスト 



3. 関係者（面談者） リスト  

自然環境・観光省

自然環境観光省大臣 The Hon. GANSUKH Luimed

大臣顧問 Mr. DAMDIN Terendash

国家行政管理局　局長 Mr. BYAMBAA Dorjkhand

国家行政管理局　専門員 Mr. S. Tsogtsaikhan

特別保護区管理局　局長 Dr. NAMKHAI Ayush

情報モニタリング・評価局　専門員 Ms. B. Bulganmaa

開発戦略計画局　金融・投資課　課長 Ms. D. Tsetsgee

開発戦略計画局　国際協力課　職員 Ms. B. Sarantsetseg

ボグドハン国立公園特別保護区警備局　 Mr. GANZORIG CH.

モンゴル国家観光センター

センター長 Dr. PUREVSUREN Gombosuren

副センター長 Mr. MOLOR Namsrai

マーケティング長 Mr. SUKHBOLD Tserennavaan

モンゴル科学アカデミー　地球環
境研究所

専門員 Dr. ERDENEBAT. M

大蔵省

援助・総合政策調整局 Mr. B. Tuguldur

在モンゴル国日本大使館

一等書記官 石崎　高博

二等書記官 加藤　佳子

JICAモンゴル事務所

所長 石田　幸男

所員 南　和江

所員 B. トゥギー



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 討議議事録（M/D）       

 

 

































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 事業事前計画表 

 



5.  事業事前計画表 

1. 案件名 

モンゴル国淡水資源・自然保護センター建設計画 

2. 要請の背景(協力の必要性・位置付け) 

モンゴル国の保護区は、合計2,500万haに及び、国土全体の7分の１を占めている。その内の約40％に及

ぶ湖沼･河川などでは、鉱山開発などによる汚染等の環境破壊が急速に拡大していることから、この地域に

生息する淡水資源生態系の管理による環境保護対策の確立が緊急の課題になっていると同時に、乱開発に

よって危機に瀕する動物･植物に対する自然保護活動等を総括するための拠点も無い。 

こうした状況からモンゴル政府は国家計画である「経済成長と貧困削減戦略（EGSPR-2003年）」におい

て「均衡的で環境上持続可能な地域･地方開発の推進」を掲げて環境保全を重要な課題と位置付けると共に、

21世紀モンゴル行動計画（Mongolian Action Programme for the 21st Century, 1998）では、悪化する自

然環境とそれに伴う災害対策を国家緊急課題の一つとして定め、「公共放送・出版物等による国民への環

境教育の実施、環境保全活動への国民参加、環境NGOの強化・支援、国民に対する環境教育ネットワークの

確立、国民啓発のための書籍・映画等教材の整備」等を含む国家プログラムの策定を進めている。 

現在、生態系管理と自然環境保護のため約700名のレンジャーと約1,200名のボランティアレンジャーが

全国で小規模な組織を作って活動しているが、これらの者への訓練と一般国民への自然環境保全にかかる

啓発・普及が、施設・人材の不足等により効果的に実施できない現状にある。 

本プロジェクトは、かかる状況の改善に向けて「淡水資源・自然保護センター（以下新センター）」を

整備し、これにより自然環境保全に関わる人材を育成するとともに、一般国民・海外からの旅行者への広

報･啓発サービスを提供し、さらにそれらに関する調査研究の実施および自然環境保全にかかる組織を支援

する拠点として整備することを目的に実施されるものである。協力対象事業の具体的な内容は、自然環境

保全にかかる研修･広報･調査支援活動を行う施設を新設し、同施設への機材を調達するものである。 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1)プロジェクト全体計画の目標(裨益対象の範囲及び規模) 

環境保全行政に関わる職員、レンジャー等に対し、適切な知識や訓練が提供される。また、一般国民・

海外からの旅行者に対しての環境教育が推進される。 

裨益対象の範囲は、自然環境･観光省および各保護区の職員・レンジャー・ボランティアレンジャー(約

2,000 人)、一般国民(約 25,000 人)。 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

1) 施設が整備され必要な機材が調達される。 

2) プロジェクト運営体制が整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

1) 施設を整備し必要な機材を調達する。 

2) 環境保全にかかる研修、広報、啓発・普及を行う。 

3) 運営・維持管理体制を整え必要な人員を配置する。 

4) 上記施設・機材を使用して、運営・維持管理する。 

(4)投入(インプット) 

1) 日本側(＝本案件)： 無償資金協力 7.67 億円 

2) モンゴル側 

① 必要な人員： 新センター職員(35 名) 

② 建設、機材： プロジェクトサイトへの基礎インフラ敷設、展示品の調達・展示、一般家具

③ 運営・維持管理に係る経費： 1,194 万円/年 

(5)実施体制 

主管官庁： 自然環境･観光省 

実施機関： 自然環境･観光省 



 
4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト  

「モ国」ウランバートル市ハンオール区(ボグドハン国立公園特別保護区内) 

(2) 概要 
① 研修、展示、教材・広報資料作成、資料、調査支援各部門およびエントランスホール、執務室、

会議室、専門家室、講師室、警備室等からなる延床面積約 2,400 ㎡の自然保護センターの建設 
② 研修・ビデオ会議用 AV 機器、展示、広報、情報管理、実習ラボ等の機材調達 

(3)相手国側負担事項 
① 基礎インフラを含む予定敷地の整備 
② 新センターの活動に必要な人員及び予算の確保 
③ 研修プログラムの立案と研修実施 
④ 展示に必要なプログラムの立案と展示・陳列 

(4) 概略事業費 

概略事業費 7.74 億円(無償資金協力 7.67 億円、モンゴル国側負担 0.07 億円) 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め 23.0 ヵ月 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
ボグドハン国立公園の中に位置しており、景観を損なわないよう外観デザイン・配置計画に配慮した。

また、厳寒な気候の中で断熱性・恒温性に配慮し、省エネルギー技術の広報・普及のモデル施設となるよ
うモンゴル国の建築設計基準に適用可能な環境対応建築技術を採用し、熱損失を最小限に抑える単純な平
面計画による維持管理コストの低減・建物の劣化防止を図った。 

同時に、モンゴル国では凍結深度より深く基礎を建設する必要があることから、施設を地下１階、地上
３階とすることで建設面積をできるだけ少なくし、環境への負荷と建設コストを低減した。 

5. 外部要因リスク 

モンゴル国の環境保全政策が大きく変更されない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特になし。 

7. プロジェクト全体計画の事業評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2)その他の成果指標 

研修・広報・展示計画及び運営維持管理の各活動にかかるソフトコンポーネントの実施により、以下の

成果が見込まれる。 

 a. 研修用資料の作成 

 b. 展示計画書の作成 

 c. 年間特別活動プログラムの立案 

(3)評価タイミング 

2013 年以降(施設完工、開館 1 年経過後) 

成果指標 実施前（2009 年） 実施後（2013 年）

① 自然環境・観光省職員、保護区レンジャー、NGO 等への研修   

a.2009 年に実施された新センターで継続実施予定の研修件数 80 件/年 100(20)件/年 

b.新規研修件数 20件/年 30(5)件/年 

c.環境情報関連研修件数 15 件/年 24(4)件/年 

②一般国民・外国人観光客への自然保護に係る啓発・普及   

a.2009 年に実施された新センターで継続実施予定の一般国民・

観光客向け研修件数 

13 件/年 18(3)件/年 

b.新規一般国民・観光客向セミナー・イベント件数 2 件/年 7 件/年 

c.展示室入場者数 － 25,000 人/年 

d.自然環境情報センター利用者数 － 500 人/年 

③ ①および②を達成するための調査研究   

a.実習ラボラトリー研修件数 3 件/年 9(3)件/年 

b.実習ラボラトリー利用者数（研修以外） － 100 人/年 

* 「実施後」欄中の（ ）内数値は、他の研修施設利用による想定実施件数分を示す 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. ソフトコンポーネント計画書 
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6. ソフトコンポーネント計画書 

(1) 背景 

天然資源の乱用と無秩序な開発が急速に進行する現状の下、モンゴル国政府は効果的な環境

保護政策の確立や、自然保護活動を強化する目的から、2005 年 2 月に生物多様性保全センター

の整備について我が国に無償資金協力を要請した。 

この要請に基づき、我が国は 2007 年 3 月に外務省調査団を派遣し、案件の枠組みである活

動内容について整理を行うと共に案件名称を「淡水資源生態系管理及び自然保護センター建設

計画」とすることを両国で確認した。 

最終的に整理されたセンターの活動内容は、以下の通りである。 

① 政府・保護区の職員、自然保護レンジャー及びボランティア、漁業関係者等への研修実

施 

② 一般国民、外国人観光旅行者への自然保護の啓発･普及活動 

③ 上記①及び②の為の研修、啓発･普及活動実施に関する調査研究 

引き続き 2010 年 11 月～12 月に実施された事業化調査時で、案件名称を「淡水資源・自然保

護センター建設計画」とすることが合意された。 

 

我が国により建設される新センターの施設および調達機材による活動内容は、研修、活魚水

槽を含む展示、広報、資料管理および実習ラボを含む各調査活動分野と実施範囲が広い。これ

に対し自然環境･観光省の新センター運営維持管理体制としては、現自然環境･観光省の職員か

ら 24 名を配置、また新規に 11 名が雇用し、合計 35 名の職員を配置する予定であり、十分な

人員・予算を確保している。一方、本プロジェクトの活動にはモンゴル国にとって経験が必ず

しも十分とはいえない部分も含まれている事から、以下の分野に対するソフトコンポーネント

要請がモンゴル側より出されている。 

1) 展示活動分野 

本プロジェクトの展示施設では以下のテーマが計画されている。 

① モンゴルの生態系の概要を示す情報の提供 

② 集水域別の水の情報を提供（降雨・降雪量、氷河、万年雪、永久凍土、人口と家畜数、

農作物生産量、森林火災、害虫、鉱山開発） 

③ 集水域別の生態系（アルタイ、ハンガイ、ステップ、ゴビ）と生態系別の絶滅危惧種

の展示 

④ 変化と脅威の情報（降雨量、氷河、万年雪、永久凍土、河川、森林面積の変化・消滅） 

⑤ 環境保全への協力の広報 

⑥ モンゴル国全体の環境生態系マップによるモンゴルの生態系の概要を示す情報の提

供 

⑦ 大型水槽による淡水生態系生物の展示 

⑧ 森林地帯の生態系の展示 
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⑨ 牧草地帯の生態系 

 

本プロジェクトでは、日本側による施設の実施設計に先立ち、モンゴル側で上記の展示物を

全て確定の上、展示物を確保または作成して設計原案とする必要がある。その他、効果的な展

示方法や定期的なテーマ立案、展示品の管理計画策定などは本プロジェクトの効果的な活動の

ためには特に重要な要素となる。 

他方、モンゴルには展示関連分野の専門家は多数いるものの、自然環境･観光省としては初

めての試みであるため、一般国民の関心を高める展示のテーマと展示品の選定を計画する段階

において、展示の対象となるモンゴルの自然資源にかかる広範囲な知識と経験を持つ人材を日

本側から選定し、適切なアドバイスを与えることにより、プロジェクト効果の持続性を確保す

る必要性は高い。 

 

2) 研修・広報活動分野 

自然環境･観光省の自主制作素材の他、これまで多くのモンゴルの自然環境をテーマにした

TV 番組・映画が製作されており、これらの素材は研修活動で使われる他、視聴覚ホールでは、

定期的に一般国民・外国人旅行者を対象にこれらの放映を行う計画である。しかし、これら映

像資料の体系的保管や分類が現在されておらず、また、現在モンゴル自然環境･観光省で製作

した素材以外の多くは新たに収集する必要がある。また、新センターで活用するためにこれら

の既存素材のメディアの統一等を行う必要がある。 

また、新センターでは、研修･広報用映像資料を作成する機材を調達する計画となっており、

新規研修･広報用素材の作成と既存資料の整理を体系化し、映写会等視聴覚機材を活用した研

修活動計画を立案・策定する必要がある。 

一方、自然環境･観光省には、機材の取り扱い等を行える職員はいるが、これまで NGO・ドナ

ー等への外部委託で行っていた範囲が多いため、これら活動の立ち上げに際し経験の不足から、

専門的な支援を必要としている。 

そのため特に自然環境保全行政にかかる適切なテーマやその内容に関する専門知識を有す

る人材を選定し、モンゴル側実施機関と協力して映像資料のインベントリー作成、映写会計画

の策定・研修用映像資料の作成計画を予定された期間内で実施する作業を支援することで本プ

ロジェクトの円滑な活動開始を促進するための効果が期待できる。 

 

3) 運営維持活動分野 

展示部門は自己収入面でかなりの効果が見込まれるものの、運営･管理については専門の知

識や施設・機材の適正な管理が必要である。特に展示用の淡水生態類の管理については、その

分野の専門家が担当するものの今まで比較的経験の少ない、生物を扱う運営管理の技術が必要

であり、展示される淡水生物の種類と生態および調達される水槽の機能・特性に応じた運営方

式が重要となる。これは新センターの開館前までの早い時期に決定し、遅滞なく実施する必要

がある。 



 3

また、展示部門以外の一般来館者を対象とした活動について、夏季の屋外テラスを使った活

動等が計画されているが、モンゴルにおいてエコツーリズムの経験は比較的浅いため、計画内

容自体はまだ最終段階には至っていない。 

そのため、特に野生生物、エコツーリズムの専門知識を有する人材を選定し、施設や淡水生

態系および関連機材の適正な管理技術による持続性の高い生態系の展示計画や話題性の高い

活動計画が策定されるよう、モンゴル側実施機関及び関連機関と協力・調整することで、活動

立ち上がりの段階よりプロジェクトの成果が持続的に発揮されることは重要である。 

 

 

上記のように、モンゴル側の人材面では多くの専門家を確保している優位性が認められる反

面、特に新センターと類似する施設の計画・運営経験が少ないため、本プロジェクト開始当初

の円滑な活動開始と、持続的な運営維持のため、展示、研修・広報および運営活動分野に係る

専門家によるソフトコンポーネントの実施は、わが国の協力効果を最低限確保する上で高い重

要性が認められる。 

(2)  目標、成果および達成度の確認 

ソフトコンポーネントは以下の段階を対象に、新センター運営活動の効率化および持続性の

確保を目標に支援を実施する。 

 

目標、成果および達成度の確認項目 

 

内容 目標 成果 達成度の確認項目 

(1) 展示活動分

野 

・先方の展示計画支援 

・啓発・普及に効果的な展

示の実施 

・展示部門来館者数の確保

・展示物管理 

・常設展示施設の展示品・

収蔵品が確定される 

 

・展示計画書 

・展示施設入場者数 

(2) 研修・広報

活動分野 

・研修・広報活動の効率化 ・映像資料のインベントリ

ーが作成される 

・映写会計画が作成される

・研修用映像資料の製作計

画が作成される 

・広報映画上映 

・映像資料の作成記録 

(3) 運営維持活

動分野 

・健全な淡水生態管理運営

・適切な活動プログラムの

策定 

・淡水生態管理が適切に実

行される 

・年間特別活動プログラム

が立案される 

・施設入場者数 

・淡水生態管理記録書 
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(3) 投入計画 

全体計画 

実施の時期については、投入が最も効果的に発現する時点に実施するため、①展示活動、②

研修・広報活動、③ 運営維持活動の各支援業務をプロジェクト全体工程の前後２回に分けて

実施する。 

① 展示活動支援 (第１回業務)  

まとめられた展示計画を施設実施設計に反映するため、E/N、 G/A 直後の最も早い時期

に実施する。 

② 研修・広報活動支援 (第２回業務)  

センター開館後の円滑な活動を目標に、センター完成直後に実施する。 

③ 運営維持活動支援 (第２回業務)   

「②」業務完了の後、全体活動および施設・機材の運営支援をセンター開館直前に実施

する。 

 

1) 内訳・期間 

 

「展示/研修・広報計画/運営維持」: １名 

派遣する人材およびその格付けは、前述の担当業務に必要とされる専門性および業務範囲で

ある、「モンゴルの自然環境行政に精通する生態系およびその展示・運営等に関連する知識を

幅広く有する人材であること」とし、モンゴルの当該分野で経験を十分有し、かつ本プロジェ

クト実施機関の組織体制や政策にも詳しい専門家を条件に選定する。また、期間については各

業務の成果品作成に最低限必要な日数を確保し、現地業務の前後に国内準備および整理期間を

設定する。 

 

担当 格付 摘要

現地計 国内計 現地計 国内計

36日3号
第2回
業務

-
(3) (36) (4)

-

展示/
研修・広
報計画/
運営維持

3号
第1回
業務 (3) (22) (4)

期　間

平成22年 平成24年

7日

22日 7日 - -

人/月

平成24年度平成22年度
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2) 時期 

 

① 第１回業務〔展示活動支援〕 

 

実施設計開始時（コンサルタント契約時）  

派遣前の準備期間、派遣期間、派遣後の整理期間をそれぞれ 3日間、22日間、4日間と

する。 

 

② 第２回業務〔研修・広報活動支援および運営維持活動支援〕 

 

施設引き渡し直後 

派遣前の準備期間、派遣期間、派遣後の整理期間をそれぞれ 3日間、36 日間、4日間と

する。 
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3) 現地作業行程（案） 

第１回業務 第２回業務

日順 作業 日順 作業

1 ・東京発、ウランバートル着 1 ・東京発、ウランバートル着

2
・JICAモンゴル事務所協議

・自然環境･観光省表敬
2
・JICAモンゴル事務所協議

・自然環境･観光省表敬

3
・自然環境･観光省にてワーキンググループに全体方針の

説明、質疑応答
3
・自然環境･観光省にてワーキンググループに全体方針の

説明、質疑応答

4
・C/Pと市内類似施設（自然史博物館）調査

・C/Pとモンゴル科学アカデミー表敬、協議、
4
・研修・広報担当者、C/Pと協議

・新センター運営責任者、C/Pと協議

5 ・展示計画担当者、C/Pと計画協議 5
・研修・広報担当者、C/Pと日本センター調査、研修・広

報内容調査

6 ・展示計画担当者、C/Pと計画協議 6 ・研修・広報担当者、C/Pと計画協議

7 ・C/Pと展示計画書（素案）作成準備 7 ・研修・広報担当者、C/Pと計画協議

8 ・資料整理 8 ・資料整理

9 ・C/Pと展示計画書（素案）作成 9 ・研修・広報担当者、C/Pと計画協議

10 ・展示計画担当者、C/Pと展示計画書（素案）協議 10
・研修担当者、C/Pと計画協議

・C/Pと素案作成

11 ・ワーキンググループ定例会議（展示計画協議） 11 ・ワーキンググループ定例会議（研修・広報計画協議）

12 ・展示計画担当者、C/Pと計画協議 12 ・C/Pと研修・広報担当者と計画協議

13 ・展示計画担当者、C/Pと計画協議 13 ・C/Pと研修・広報担当者と計画協議

14 ・C/Pと展示計画書作成 14 ・C/Pと研修・広報計画書作成

15 ・資料整理 15 ・資料整理

16 ・C/Pと展示計画書作成 16
・C/Pと研修・広報計画書作成

・C/Pと運営維持計画準備

17
・ワーキンググループ定例会議（展示計画協議、研修計画

方針協議）
17
・ワーキンググループ定例会議（研修・広報計画協議、運

営維持計画協議）

18
・研修担当者、C/Pと事前協議

・新センター運営責任者、C/Pと協議
18 ・新センター運営責任者、C/Pと協議

19
・研修担当者、C/Pと事前協議

・新センター運営責任者、C/Pと事前協議
19
・新センター運営責任者、C/Pと日本センター管理状況調

査

20
・自然環境･観光省に報告

・JICAモンゴル事務所報告
20 ・新センター運営責任者、C/Pと協議

21 ・資料整理 21 ・新センター運営責任者、C/Pと運営維持計画素案作成

22 ・ウランバートル発、東京着 22 ・資料整理

23 ・新センター運営責任者、C/Pと運営維持計画素案作成

24 ・ワーキンググループ定例会議（運営維持計画協議）

25 ・新センター運営責任者、C/Pと協議

26 ・新センター運営責任者、C/Pと運営維持計画作成

27 ・新センター運営責任者、C/Pと運営維持計画作成

28 ・新センター運営責任者、C/Pと運営維持計画作成

29 ・資料整理

30 ・新センター運営責任者、C/Pと運営維持計画作成

31
・ワーキンググループ定例会議（C/Pと運営維持計画協議

および全体の総括）

32
・展示、研修、運営維持各担当者、C/Pと細部のすり合わ

せ

33 ・自然環境･観光省に最終報告

34 ・C/PとJICAモンゴル事務所報告

35 ・資料整理

36 ・ウランバートル発、東京着
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8. 要請機材リストとコンサルタント数量評価 

 



資料-8 　要請機材リストとコンサルタント数量評価

職員
ﾚﾝ

ｼﾞｬｰ

実
習
ラ
ボ
室

研
修
室

淡
水
生
態

展
示
室

広
報
室

活動

実
習
ラ
ボ
室

大
研
修
室

中
研
修
室

小
研
修
室

情
報
研
修
室

生
態
管
理
室

展
示
室

情
報
ｾﾝ
ﾀｰ

広
報
室

他

1 携帯GPS 観測地点の確認 850 850 18 B
レンジャー
研修活動
基本機材

2 コンパス 目的地へのルート確認 850 850 C
N0.1機材で
代替可能

3 チェーンソー 倒木処理、木材加工 30 30 2 B
レンジャー
研修活動
基本機材

4 エンジンオーガー
冬季、氷結河川でのサンプル採集
時の穴開け

30 30 1 B

5 ゴムボート 河川・湖沼での監視・観測 10 10 1 B

6 船外機 ボートの動力源 10 10 1 B

7 無線通信機 グループ同士・本部との通信 850 850 1 B

8 デジタルカメラ 監視・災害・調査現状記録 850 850 8 B

9 ビデオカメラ 監視・災害・調査現状記録 850 850 9 B

10 双眼鏡 監視作業、観測作業 850 850 18 B

11 暗視鏡 夜間監視・観測作業 850 850 9 B

12 簡易距離計 観測対象物までの距離測定 850 850 18 B

13 計数器 観測固体（動植物）の計数 850 850 18 B

14 ゴム胴長靴 河川・湖沼の水辺での作業 850 850 4 B
水産資源調査
研修基本機材

15 ゴム手袋 同上 850 850 C

16 救急セット 災害・遭難者用 850 850 C

17 フラッシュライト 夜間作業用 850 850 9 B
レンジャー
研修活動
基本機材

18 ヘルメット 監視・調査時の安全確保 850 850 C

19 簡易担架 遭難被害者の運搬 850 850 C

20 毛布 夜間観測・監視行動用 850 850 C

21 水筒 長時間作業における水分補給 850 850 C

22 モーターバイク 監視活動 850 850 C
本PJの趣旨に
整合せず

23 メガフォン 違反者・密猟者への警告等 850 850 9 B
レンジャー
研修活動
基本機材

24 発炎筒 緊急事態の発生地点の表示 850 850 C
日本国輸出
禁止指定品

25 気球 緊急事態・定点観測地点の表示 850 850 C

26 テントセット 夜を徹しての監視・観測作業 850 850 C

27 魚群探知機
河川・湖沼での水深、川底・湖底の
形状測定及び資源調査

4 4 1 B

28 採泥器
音響測深器と連動して、河川・湖沼
の底質検査用サンプル採集

4 4 1 B

29 採水器
観測目標の河川湖沼での水質検
査用のサンプル採集

4 4 1 B

30 プランクトンネット
観測目標河川湖沼でのプランクト
ン分布調査用、サンプル採集

4 4 1 B

31 実験用ガラス機材
採集したサンプル（泥・水･プランク
トン等）の収納、実験用

4 4 1 B ラボ基本機材

32 温度計 観測地点での水温測定 4 4 2 B
水産資源調査
研修基本機材

33 乾湿計 観測地点での湿度測定 4 4 C

34 気圧計 観測地点での気圧測定 4 4 C

35 風向風速計 観測地点での風向・風速測定 4 4 C

36 傾斜計 観測地での地形測定 4 4 2 B
レンジャー
研修活動
基本機材

37 カセットレコーダー 野鳥の声の録音 4 4 C
N0.9機材で
代替可能

38 投網 サンプル魚採捕用 10 10 5 B

39 曳網 サンプル魚採捕用 10 10 1 B

No. 機材名 使用目的

要請内容　(数量) コンサル評価

研修訓練 啓発普及

合計

研修訓練 啓発普及

評
価

コメント

水産資源調査
研修基本機材

レンジャー
研修活動
基本機材

自助努力
調達が可能

自助努力
調達が可能

自助努力
調達が可能

水産資源調査
研修基本機材

研修・啓発活動
に整合せず

資源調査研修、
展示用魚類捕
獲、基本機材

1



職員
ﾚﾝ

ｼﾞｬｰ

実
習
ラ
ボ
室

研
修
室

淡
水
生
態

展
示
室

広
報
室

活動

実
習
ラ
ボ
室

大
研
修
室

中
研
修
室

小
研
修
室

情
報
研
修
室

生
態
管
理
室

展
示
室

情
報
ｾﾝ
ﾀｰ

広
報
室

他

No. 機材名 使用目的

要請内容　(数量) コンサル評価

研修訓練 啓発普及

合計

研修訓練 啓発普及

評
価

コメント

40 刺網 サンプル魚採捕用 10 10 5 B
資源調査研修、
展示用魚類捕
獲、基本機材

41 ルアー 捕獲用疑似餌 10 10 C

42 旗・浮セット 採捕用具の固定 10 10 C

43 タモ網 サンプル魚採捕の補助具 10 10 5 B
資源調査研修、
展示用魚類捕
獲、基本機材

44 バケツ サンプル魚採捕の補助具 10 10 C
自助努力

調達が可能

45 活魚コンテナ 採捕後のサンプルの一時保管用 1 1 1 A

46 活魚タンク サンプル活魚輸送 1 1 1 A

47 チューブホース サンプル活魚輸送酸素補給具 30M 30M 20M B

48 酸素分散器 サンプル活魚輸送酸素補給具 4 4 4 A

49 酸素圧力調整器 同上 2 2 2 A

50 小型発電機 野外での発電 2 2 C
本案件には使
用されない

51 エアーストーン サンプル活魚輸送酸素補給具 2 2 C
N0.48機材で
代替え可能

52
ガスクロマトグラフ質量分析
計

液体に含まれる有機物の定量測
定

1 1 C

53 ガスクロマトグラフ
気体・液体に含まれるクロラール
有機物の測定

2 2 C

54 イオンクロマトグラフ
液体を主体にアニオン、カチオンの
測定

2 2 C

55 マイクロウエーブ・オーブン 重金属の測定 1 1 C

56 エバポレーター 不純物の除去 3 3 C

57 ドラフトチャンバー 有害物質の安全処理 2 2 1 B

58 器具乾燥器 実験用ガラス機材の乾燥 10 10 1 B

59 冷蔵庫 試薬品・サンプル保管 10 10 1 B

60 分光器 試料の元素分析 10 10 C
研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

61 電子天秤 試薬等秤量 2 2 2 A ラボ基本機材

62 原子吸光分光光度計 重金属類の測定 1 1 C

63 砒素用蒸気発生器 物質中の砒素を抽出 1 1 C

64 水銀分析器 水銀測定 1 1 C

65 資源オイル分析機械 水・土壌中のオイル量測定 1 1 C

66 ﾌｰﾘｴ変換赤外分光光度計 化学凝集物の分析・測定 1 1 C

67 高低容積用粉塵測定器
ほこりに含まれる重金属・有機物
質の測定

10 10 C

68 大気PM10 粉塵測定器 大気中のほこり測定 5 5 C

69 排気ガス粉塵測定器 排気ガス中のほこりを測定 2 2 C

70 排気ガス測定器
排気ガス内のCO, CO2, Nox、Sox,
HSの測定

2 2 C

71 車両排気ガス測定器 車の排気ガス内の毒性の測定 2 2 C

72 車両排気ガス測定器 車の排気ガス内のほこり量の測定 2 2 C

73 pHメーター 酸性度分析 2 2 2 A ラボ基本機材

74 実験室用携帯導電率計 水の電導性の測定 2 2 C

75 イオン計測器 水中の物質測定 2 2 C

76 デジタルピペット 試薬滴定器 10 10 5 B ラボ基本機材

77 超純水蒸留装置 超純水の作成 2 2 C
研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

78 蒸留水装置 実験用水、分析機器洗浄水製造 2 2 1 B ラボ基本機材

79 蒸留器 同上 6 6 C
研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

80 恒温水槽 試料を基準の温度に暖める 1 1 1 A ラボ基本機材

81 スタンドバス 試料を基準の温度で保管 1 1 C

82 マントルヒーター 有機体物質を高温で分析 1 1 C

研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

ラボ基本機材

研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

自助努力
調達が可能

展示用魚類
運搬基本機材

研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず
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No. 機材名 使用目的

要請内容　(数量) コンサル評価

研修訓練 啓発普及

合計

研修訓練 啓発普及

評
価

コメント

83 ケルダール装置 汚水測定、基準分析 10 10 C
研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

84 超音波洗浄装置 実験器具の洗浄 1 1 1 A

85 マグネティックスターラ 試料溶液を均等に攪拌 10 10 5 B

86 ウオーターポンプ 注水ポンプ 2 2 C

87 遠心分離器 試料溶液中の成分を分離 2 2 C

88 ふるい 土壌をふるいに掛けて分析 2 2 C

89 砕土器 土壌の粉砕用 2 2 C

90 振とう器 試験対象水溶液を均等に攪拌 3 3 1 B

91 乾燥棚 フィルター、ガラス機材の乾燥 5 5 1 B

92 マイクロウェーブオーブン 試験対象物を燃焼させて測定 3 3 C
研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

93 冷凍庫 試薬や生物片の冷凍保管 3 3 1 B

94 デシケータ 試験対象物の乾燥 3 3 1 B

95 地下水レベル器 地下水のレベル測定 10 10 C

96 地下水・井戸水採水器
地下水･井戸水の温度・水質測定
用

10 10 C

97 沈殿物採集 試料溶液中の沈殿物採集 2 2 C

98 エアーサンプラー 大気採集装置 15 15 C

99 エアーサンプラー 同上 15 15 C

100 エアーサンプラー 同上 6 6 C

101 ガス・メーター 吸入した大気測定 6 6 C

102 携帯騒音測定器 騒音測定 2 2 C

103 携帯ラジオメーター 光線レベル測定 2 2 C

104 ベーターメーター ほこりのベーター線測定 1 1 C

105 電圧安定器 電圧を一定に保つ 5 5 C
必要に応じて
個々の機材毎
に設置

106 携帯発電機 野外観測実習用 3 3 C
本機材の使用
対象機材なし

107 大気自動観察ステーション 大気の自動観察 1 1 C
研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

108 降水計 降水量の測定 3 3 C
研修・啓発活動
に整合せず

109 セーフティキャビネット 無菌状態での試料分析 2 2 C

110 走査型電子顕微鏡
ほこり量、構造測定、試料表面の
微小構造の観察、定性・定量分析
に利用

1 1 C

111 透過型電子顕微鏡
材料の極微小部の詳細な観察,分
析材料物性の研究に利用

3 3 C

112 顕微鏡 動植物観察 10 10 4 B ラボ基本機材

113 ELISA機器 菌の種類特定、数量観測 1 1 C
研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

114 大腸菌群計数器 大腸菌の数量計測 2 2 2 A
水質検査研修
基本機材

115 温度調節器
対象試験物体を一定の温度で保
持

5 5 C
研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

116 オートクレーブ 実験器具の滅菌 2 2 1 B ラボ基本機材

117 標準試薬溶液 実験に使用される標準溶液 1 1 C 用途不明

118 恒温器 試料を一定温度に保つ 1 1 1 A

119 電子天秤 試験対象物の重量測定 10 10 4 B

120 解剖具セット 小生物の解剖 30 30 16 B

121 循環型飼育水槽 活魚展示 7 7 7 A

122 予備水槽 予備水の貯水 2 2 2 A

123 台車 予備水槽、の機材の搬送 2 2 1 B

研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

ラボ基本機材

ラボ基本機材

研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

ラボ基本機材

研究機材で本
PJの趣旨に整
合せず

ラボ基本機材

展示基本機材
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No. 機材名 使用目的

要請内容　(数量) コンサル評価

研修訓練 啓発普及

合計

研修訓練 啓発普及

評
価

コメント

124 携帯ガソリンポンﾌﾟ 河川・湖沼からの淡水揚水 1 1 1 A

125 ホース 同　上 20M 20M 20M A

126 燻蒸機器 標本の燻蒸殺菌 1 1 C
現地に本機材
の維持管理サ
ポートが無い

127 ラップトップコンピューター 情報処理・プロジェクター操作 3 3 1 2 A
訓練研修
基本機材

128
デスクトップコンピューター

Ａ
コンピューター研修 11 11 11 A

訓練研修
基本機材

129
デスクトップコンピューター

Ｂ

液晶スクリーンの遠隔操作用, 来
館者の図書閲覧・検索用、来館者
の映像閲覧・検索用

7 7 1 5 1 A

130 DVD制作システム ビデオ映像編集 1 1 1 A

131 液晶プロジェクター 映像の映写 1 1 1 A

132 DVDプレイヤー 映像の再生 2 2 1 1 A

133 DVDラック DVD保管 2 2 1 1 A

134 アンプ 音声拡声 1 1 1 A

135 スピーカー 同　上 4 4 4 A

136 電動スクリーン 映像映写用  150インチ 1 1 1 A

137 マイクセット 大研修室用 1 1 1 A

138 同時通訳システム 国際セミナー用 1 1 1 A

139 ビデオ会議セット
海外の自然環境団体等とのﾋﾞﾃﾞｵ
会議

1 1 1 A

140 液晶プロジェクター 映像、映写 4 4 2 1 1 A

141 ビジュアルプレゼンター 映像閲覧 1 1 1 A

142 カラープリンター 教材複写、研修完成品等の複写 1 1 1 A

143 液晶スクリーン 来館者への映像伝達 1 1 1 A

144 カラーコピー機 関係資料の複写配布 2 2 1 1 A

145 モニター DVD映像の確認 1 1 1 A

146 デジタル印刷機 広報資料印刷 1 1 1 A

147 ビデオカメラ ビデオ作成 3 3 3 A

148 カメラ三脚 ビデオカメラ支持 3 3 3 A

149  一眼レフデジタルカメラ デジタル撮影用 1 1 1 A

150 カメラ三脚 デジカメ支持 1 1 1 A

151 撮影用照明装置 撮影用の照明機材 1 1 1 A

152 マイク ＤＶＤ制作用 1 1 1 A

153 デジタルレコーダー 音声録音 1 1 1 A

154 スピーカー 音声出力 1 1 1 A

155 ヘッドフォーン 雑音を遮断して、録音音声確認 1 1 1 A

156 書記台付椅子 研修生着席用 108 108 108 A

157 講演台 講師の為の演台 1 1 1 A

158 幕板付テーブル 同　上 2 2 2 A

159 キャスター付き椅子 研修用 19 19 2 12 1 4 A

160 ホワイトボード 講師の講義 6 6 1 1 2 1 1 A

161 教師用机研修生机 研修用 32 32 26 6 A

162 プリンター台 同　上 4 4 1 3 A

163 研修生椅子 同　上 107 107 4 74 11 18 A

164 スクリーン 同　上 2 2 1 1 A

165 コンピューターデスク 同　上 11 11 11 A

166 棚型ロッカー 同　上 18 18 18 A

167 椅子収納台 椅子の収納搬送 11 11 11 A

168 本棚 資料整理 30 30 30 A

169 標本棚 標本保管 4 4 4 A

170 マガジンラック　Ａ パンフレット類の収納 2 2 1 1 A

訓練研修
基本機材

展示魚採集
基本機材

啓発普及
基本機材

訓練研修
基本機材

啓発普及
基本機材

啓発普及
基本機材

啓発普及
基本機材

訓練研修
基本機材

訓練研修
啓発普及
基本機材
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要請内容　(数量) コンサル評価

研修訓練 啓発普及

合計

研修訓練 啓発普及

評
価

コメント

171 マガジンラック　Ｂ 同　上 2 2 1 1 A
啓発普及
基本機材

172 キャレル2連ｘ２ 来館者のＰＣ操作 4 4 4 A

173 テーブル 来館者の資料閲覧 2 2 2 A

174 ラボ用テーブル 実験作業及び授業 4 4 4 A

175 ラボ用椅子 同　上 18 18 18 A

176 キャビネット 機材の整理収納 6 6 3 3 A

177 オープン棚 同　上 18 18 3 2 2 11 A

178 事務机 DVD編集作業等 4 4 2 2 A

179 事務椅子 同　上 4 4 2 2 A

180 簡易製本機 作成した教材の製本 2 2 2 A

181 テーブル 来館者の資料閲覧 3 3 3 A

182 キャスター付き引出し 資料の整理収納 2 2 4 2 2 A

コンピューターネットワーク
機材

データ管理 1式

183 サーバー 3 A

184 ルーター 1 A

185 ＵＰＳ 25 A

186 ハブ 5 A

187 ランケーブル 300M A

188 サーバーラック 3 A

啓発普及
基本機材

訓練研修
啓発普及
基本機材

啓発普及
基本機材

訓練研修
基本機材
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9. 要請機材に対する検討表 

 



資料-9　要請機材に対する検討表

○ Aランク 

△

Bランク

×

Cランク

分野
内番
号

機材名 整合性 必要性
技術
ﾚﾍﾞﾙ

運営
体制

維持管
理体制

維持管
理経費

数量
妥当性

総合
評価

1 携帯GPS ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

2 コンパス ○ △ ---- ---- ---- ---- ---- C

3 チェーンソー ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

4 ゴムボート ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

5 船外機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

6 無線通信機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

7 ビデオカメラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

8 双眼鏡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

9 暗視鏡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

10 簡易距離計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

11 救急セット × ---- ---- ---- ---- ---- ---- C

12 フラッシュライト ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

13 ヘルメット × ---- ---- ---- ---- ---- ---- C

14 簡易担架 × ---- ---- ---- ---- ---- ---- C

15 毛　布 × ---- ---- ---- ---- ---- ---- C

16 水　筒 × ---- ---- ---- ---- ---- ---- C

17 モーターバイク × ---- ---- ---- ---- ---- ---- C

18 メガフォン ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

19 発煙筒 × ---- ---- ---- ---- ---- ---- C

20 気球 × ---- ---- ---- ---- ---- ---- C

21 テントセット × ---- ---- ---- ---- --- ---- C

22 傾斜計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

1 エンジンオーガー ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

2 デジタルカメラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

3 計数器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

4 魚群探知機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

5 採泥器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

6 採水器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

7 プランクトンネット ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

8 実験用ガラス機材 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

9 温度計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

10 乾湿計 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

11 気圧計 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

12 風向風速計 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

13 カセットレコーダー ○ △ ---- ---- ---- ---- ---- C

＜レンジャー研修・訓練活動＞

＜調査・実習ラボ研修機材＞

検討すべき問題点があるもの

Aランクに準ずるが、数量等について検討の余地が残された
機材

本プロジェクトの趣旨にそぐわないもの

プロジェクトの趣旨に整合しない機材。維持管理費負担増が
懸念される機材。管理・運用上、高度な知識や技術が必要
で、対応できる人材が確認できない機材。Aランクに分類し
た機材での代替が可能な機材等

評価基準 総合評価

適切と評価される プロジェクトの趣旨（ミニッツで合意された計画内容・施設
機能）に整合する基本的な機材であり、且つ具体的な計画や
目的を実施・達成させる上で必要・妥当と判断される機材

1



分野
内番
号

機材名 整合性 必要性
技術
ﾚﾍﾞﾙ

運営
体制

維持管
理体制

維持管
理経費

数量
妥当性

総合
評価

14 ガスクロマトグラフ × × ---- ---- ---- ---- ---- C

15 ガスクロマトグラフ × × ---- ---- ---- ---- ---- C

16 イオンクロマトグラフ × × ---- ---- ---- ---- ---- C

17 マイクロウエーブ・オーブン × × ---- ---- ---- ---- ---- C

18 エヴァポレーター × × ---- ---- ---- ---- ---- C

19 ドラフトチャンバー ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

20 器具乾燥器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

21 冷蔵庫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

22 分光計 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

23 電子天秤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

24 原子吸光分光光度計 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

25 砒素用蒸気発生器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

26 水銀分析器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

27 資源オイル分析機器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

28 フーリエ変換赤外分光光度計 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

29 大気粉塵測定器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

30 大気PM粉塵測定器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

31 排気ガス粉塵測定器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

32 排気ガス測定器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

33 車両排気ガス測定器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

34 車両排気ガス測定器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

35 pHメーター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

36 実験室用携帯導電率計 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

37 イオン計測器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

38 デジタルピペット ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

39 超純水蒸留装置 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

40 蒸留水装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

41 蒸留器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

42 恒温水槽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

43 スタンドバス × × ---- ---- ---- ---- ---- C

44 マントルヒーター × × ---- ---- ---- ---- ---- C

45 ゲルダール × × ---- ---- ---- ---- ---- C

46 超音波洗浄装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

47 マグネスティックスターラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

48 ウオーターポンプ × × ---- ---- ---- ---- ---- C

49 遠心分離機 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

50 土ふるい × × ---- ---- ---- ---- ---- C

51 砕土器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

52 振とう器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

53 乾燥棚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

54 マイクロオーブン × × ---- ---- ---- ---- ---- C

55 冷凍庫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

56 デシケーター ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

57 地下水レベル器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

58 地下水・井戸水採水器 ○ △ ---- ---- ---- ---- ---- C

59 沈殿物採集器 ○ △ ---- ---- ---- ---- ---- C
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分野
内番
号

機材名 整合性 必要性
技術
ﾚﾍﾞﾙ

運営
体制

維持管
理体制

維持管
理経費

数量
妥当性

総合
評価

60 エアーサンプラー × × ---- ---- ---- ---- ---- C

61 エアーサンプラー × × ---- ---- ---- ---- ---- C

62 エアーサンプラー × × ---- ---- ---- ---- ---- C

63 ガスメーター × × ---- ---- ---- ---- ---- C

64 携帯騒音測定器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

65 携帯ラジオメーター × × ---- ---- ---- ---- ---- C

66 ベーターメーター × × ---- ---- ---- ---- ---- C

67 電圧安定器 ○ × ---- ---- ---- ---- ---- C

68 携帯発電機 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

69 大気自動観察ステーション × × ---- ---- ---- ---- ---- C

70 降水計 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

71 セーフティキャビネット × × ---- ---- ---- ---- ---- C

72 走査型電子顕微鏡 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

73 透過型電子顕微鏡 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

74 顕微鏡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

75 ELISA機器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

76 コロニーカウンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

77 温度調節器 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

78 オートクレーブ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

79 標準試薬溶液 × × ---- ---- ---- ---- ---- C

80 恒温器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

81 電子天秤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

82 解剖用具セット ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

1 ラップトップコンピューター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

2 デスクトップコンピューター A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

3 デスクトップコンピューター B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

4 DVD 制作システム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

1 ゴム胴長靴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

2 ゴム手袋 ○ △ ---- ---- ---- ---- ---- C

3 投 網 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

4 曳網 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

5 刺網 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

6 ルアー ○ △  ---- ----- ---- ---- ---- C

7 旗・浮きセット ○ △ ----- ----- ---- ---- ---- C

8 タモ網 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

9 バケツ ○ △ ---- ----- ---- ---- ---- C

10 活魚用コンテナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

11 活魚タンク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

12   エアーストーン ○ △ ---- ----- ---- ---- ---- C

13   チューブホース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

14   酸素分散器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

15   酸素圧力調整器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

16 携帯小型発電機 ○ × ---- ----- ---- ---- ---- C

17 携帯ガソリンポンプ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

18   ホース ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

19 循環型飼育水槽 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

＜自然環境情報関連機材＞ 

＜展示・淡水生態管理機材＞
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分野
内番
号

機材名 整合性 必要性
技術
ﾚﾍﾞﾙ

運営
体制

維持管
理体制

維持管
理経費

数量
妥当性

総合
評価

予備水槽

水中ポンプ/ホース

21 台車 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ B

22 燻蒸機 ○ ○ △ ○ × △ ○ C

1 液晶プロジェクター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

2 DVD プレイヤー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

3 DVDラック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

4 アンプ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

5 スピーカー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

6 電動スクリーン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

7 マイクセット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

8 同時通訳システム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

9 ビデオ会議セット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

10 液晶プロジェクター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

11 ビジュアルプレゼンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

12 カラープリンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

13 液晶スクリーン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

14 カラーコピー機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

15 モニター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

16 デジタル印刷機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

17 ビデオカメラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

18 カメラ三脚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

19 一眼レフデジタルカメラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

20 カメラ三脚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

21 撮影用照明装置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

22 マイク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

23 デジタルレコーダー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

24 スピーカー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

25 ヘッドフォン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

簡易製本機

  のり付けタイプ

  穴綴タイプ

1 書記台付椅子 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

2 講演台 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

3 幕板付テーブル ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

4 キャスター付椅子 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

5 ホワイﾄボード ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

6 講師用机研修生机 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

7 プリンター台 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

8 研修生椅子 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

9 スクリーン ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

10 コンピューターデスク ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

11 棚型ロッカー ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

12 椅子収納台 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

13 本棚 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

14 標本棚 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

＜家　具　類＞

○ ○26 ○ ○ ----

A○

○ ○ A

○

＜オーデオビデオ・印刷製本機材＞

20 ○ ○ ○ ○○
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分野
内番
号

機材名 整合性 必要性
技術
ﾚﾍﾞﾙ

運営
体制

維持管
理体制

維持管
理経費

数量
妥当性

総合
評価

15 マガジンラック　A ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

16 マガジンラック　B ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

17 キャレル ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

18 テーブル ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

19 ラボ用テーブル ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

20 ラボ用椅子 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

21 キャビネット ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

22 オープン棚 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

23 事務机 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

24 事務椅子 ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

25 テーブル ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

26 キャスター付引き出し ○ ○ ---- ○ ○ ○ ○ A

1 ＊ サーバー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ A

＊

＜コンピューターネットワーク機材＞

ルーター、ハブ、ランケーブル等に付いては建築で対応
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10. 要請機材の仕様・調達国・原産国・現地代理店リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料-10　要請機材の仕様・調達国・原産国・現地代理店リスト

消耗品交換
部品供給

維持管理

1 携帯GPS 18 日本
米国
EU

中国
---- ----

2 チェーンソー 2 日本
EU

中国
---- ----

3 エンジンオーガー 1 日本
EU

中国
---- ----

4 ゴムボート 1 日本 日本 ---- ----

5 船外機 1 日本 日本 ○ ○

6 無線通信機 1式 日本 日本 ---- ----

7 デジタルカメラ 8 モンゴル
ASEAN
日本

---- ----

8 ビデオカメラ 9 モンゴル
ASEAN
日本

---- ----

9 双眼鏡 18 日本 日本 ---- ----

10 暗視鏡 9 日本 米国 ---- ----

11 簡易距離計 18 日本 EU ---- ----

12 計数器 18 日本 日本 ---- ----

13 ゴム胴長靴 4 日本 日本 ---- ----

14 フラッシュライト 9 日本 日本 ---- ----

15 メガフォン 9 日本 日本 ---- ----

16 魚群探知機 1 日本 日本 ---- ----

17 採泥器 1 日本 日本 ---- ----

18 採水器 1 日本 日本 ---- ----

19 動物プランクトンネット 1 日本 日本 ---- ----

20 植物プランクトンネット 1 日本 日本 ---- ----

21 実験用ガラス機材 1 日本 日本 ---- ----

口径：40cm
長さ：100-120cm
網目：NXX17

ビーカー：100/300/500ml
三角フラスコ：100/300/500ml
平底フラスコ：300/500ml
ペトリ皿、試験管、ロート、ねじ口瓶、ピペット、メスシリンダー、ビューレット、乳
鉢、レトルト台、ビューレット台、ピペット架台、三脚、金網、試験管立て、試験管は
さみ、バーナー、アルコールランプ、ビーカーはさみ

 ズーム：8 - 20x以上

ズーム：5倍以上

型式：レーザー式距離計
測定範囲：約500m
機能：防水
距離表示：デジタル

型式：手動型数取器
桁数：4桁
機能：リセット付き

構成
1.基地局用HF通信機
2.車載用HF通信機
3.車載用VHF通信機
4.携帯用VHF通信機
主仕様
1.基地局用HF通信機
   受信：約0.5-30MHz
　 送信：約1.5-30MHz 出力：約100Ｗ
2.車載用ＨＦ通信機
   受信：約0.5-30MHz
   送信：約1.5-30MHz　出力：約100Ｗ，12Ｖ DC
3.車載用VHF通信機
   周波数：約136-175MHz、出力：約25Ｗ
4.携帯用VHF通信機周波数
   136-174 MHZ  出力：約5W
付属品：AC-DCバッテリーチャージャー

サイズ：M,L

電球：20W/6W
照射範囲：500m以上
電源：充電式電池
付属品：充電器、吊下げベルト、予備球

定格出力：約6W
通信距離：250m以上
機能：防滴
電源：乾電池

画面サイズ：6型以上
形式：カラー液晶
深度レンジ：0～3/100(m)

型式：エクマンバージタイプ
サイズ：150 x 150mm
付属品：ロープ付き

型式：ハイロートタイプ
容量：1000cc
材質：透明ガラス又はプラスチック

口径：40cm
長さ：100-120cm
網目：NXX13
ろ水計：2桁以上

原産国

ディスプレイ：バックライト付き
機能：防水
位置精度：20m以内

駆動方式 ：ガソリンエンジン
排気量：30ml以上
切断長さ：300mm以上
燃料タンク：200ml以上

駆動方式：ガソリンエンジン
駆動排気量：30cc以上
ドリル径：150mm以上

乗員数：6人乗り
型式：ヘビーデューティボート
全長/全幅：400cm/160cm以上
最大搭載出力：30PS以上
付属品：パドル、フットポンプ、椅子板、アンカー、
          救命胴衣、浮き輪

駆動方式：４サイクルガソリン
エンジン出力：15馬力以上
付属品：80cｍ以上のエンジンスタンド

現地代理店の必要性

型式：デジタルスチルカメラ
総画素数：1000万画素以上
液晶サイズ：3-インチ以上
光学ズーム：20倍以上
静止パノラマ撮影可能

Full HD撮影
記録メディア：HDD(80GB以上）内蔵
ズーム：光学10x以上
記録方式：PAL
LCD：2.5インチ以上

機材
番号

機材名 仕様または構成
決定
数量

調達国
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消耗品交換
部品供給

維持管理
原産国

現地代理店の必要性
機材
番号

機材名 仕様または構成
決定
数量

調達国

22 温度計 2 日本 日本 ---- ----

23 傾斜計 2 日本 日本 ---- ----

24 投網 1 日本 日本 ---- ----

25 投網 2 日本 日本 ---- ----

26 投網 1 日本 日本 ---- ----

27 投網 1 日本 日本 ---- ----

28 曳網 1 日本 日本 ---- ----

29 刺網 3 日本 日本 ---- ----

30 刺網 2 日本 日本

31 タモ網 2 日本 日本 ---- ----

32 タモ網 2 日本 日本 ---- ----

33 タモ網 1 日本 日本 ---- ----

34 活魚用コンテナ 1 日本 日本 ---- ----

35 活魚タンク 1式 日本 日本 ---- ----

36 ドラフトチャンバー 1 日本 日本 ---- ----

37 器具乾燥器 1 日本 日本 ---- ----

38 冷蔵庫 1 日本 日本 ---- ----

網目サイズ：約12mm
タモ網外寸：約1500wｘ1000wｘ1000Ｌｘ500h
全長：約1.5m
網フレーム材質：径25mmポリビニールクロライドパイプ
網地材質：テトロン

材質：プラスチックタンク
サイズ：約800x600x500mm(200L)
蓋付き

用途：器具･ガラス乾燥用
温度範囲：60℃以上
滞留方式：自然対流
コントロール：デジタル
内容積：300L以上
電源：220v 50Hz

用途：試薬類保管用
型式：前面ガラス扉式
内容積：140L以上
棚板：2枚以上
温度範囲：2～14℃
表示：表示付き
電源：220v 50Hz

容積：1000L
型式：ホース付き
酸素分岐管2方、レギュレーター、酸素分散器、
ホース

幅：1200-1500mm
奥行き：800-900mm
型式：シロッコファン付き
作業面：耐試薬

材質：網地ナイロンテグス
目合い：半目7.5mm
目数：900目
裾廻り：12.9m
網丈：2.3m
鎖：3.7kg

材質：網地ナイロンテグス
目合い：半目30mm
目数：400目
裾廻り：17.1m
網丈：3m
鎖：5kg

材質：網地ナイロンテグス
目合い：半目50.5mm
目数：240目
裾廻り：16m
網丈：3m
鎖：4.5kg

1.袖網
　材質： ポリエステル蛙又結節網
　目合い：50.5mm
　深さ：3.3m
　長さ：25m左右
2.袋網
　材質：　ポリエステル蛙又結節網
　目合い：25.2mm
　深さ：3.3m
　長さ：7m
3.曳綱
　太さ：16mm
　長さ：50m左右

網目サイズ：50mm
網丈：1.5m
網長：25m
網地材質：ナイロン

網目サイズ：50mm
網丈：1.5m
網長：30m
網地材質：ナイロン

網目サイズ：約9mm
タモ網外寸：約390wｘ280h
全長：約1.5m
網フレーム材質：径6mmステンレスワイヤー
網地材質：テトロン

網目サイズ：約15mm
タモ網外寸：約450ｗｘ300h
全長：約1.5m
網フレーム材質：径10mmステンレスワイヤー
網地材質：テトロン

型式：水温測定用
測定範囲：-10℃～＋60℃以上
センサー：棒状センサー
表示：デジタルタイプ

用途：地形傾斜の測定
型式：直読式
表示：デジタル又はアナログ

材質：網地ナイロンマルチ
目合い：半目5mm
目数：1,500目
裾廻り：14m
網丈：2.7m
鎖：3.5kg
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消耗品交換
部品供給

維持管理
原産国

現地代理店の必要性
機材
番号

機材名 仕様または構成
決定
数量

調達国

39 電子天秤 2 日本 韓国 ---- ----

40 pHメーター 2 日本 EU ---- ----

41 デジタルピペット 5 日本 EU ---- ----

42 蒸留水装置 1 日本 日本 ---- ----

43 恒温水槽 1 日本 日本 ---- ----

44 超音波洗浄装置 1 日本 日本 ---- ----

45 マグネティックスターラ 5 日本 日本 ---- ----

46 振とう器 1 日本 日本 ---- ----

47 乾燥棚 1 日本 日本 ---- ----

48 冷凍庫 1 日本 日本 ---- ----

49 デシケータ 1 日本 日本 ---- ----

50 顕微鏡　生物顕微鏡 2 日本
ドイツ

フィリピン
---- ----

51 顕微鏡　実体顕微鏡 2 日本
ドイツ

フィリピン
---- ----

52 コロニーカウンター 2 日本 日本 ---- ----

53 オートクレーブ 1 日本 日本 ---- ----

54 恒温器 1 日本 日本 ---- ----

55 電子天秤 4 日本 韓国 ---- ----

56 解剖具セット 16 日本 日本 ---- ----

57 循環型飼育水槽 1式 日本 日本 ---- ----

58 循環型飼育水槽 1式 日本 日本 ---- ----

型式：アクリル展示水槽 3トン、架台付き
水槽サイズ：約3000 x 1000 x H1000mm
水槽厚さ：25mm以上
濾過槽：循環式 十分な容量を持つこと
付属品：冷却器、ヒーター、照明、濾過材、エアーポンプ
電源：200V 三相、100V 単相 50Hz

型式：アクリル展示円形水槽、架台付き
水槽サイズ：約φ1500 x H1000mm
水槽厚さ：25mm以上
濾過槽：循環式 十分な容量を持つこと
付属品：冷却器、ヒーター、照明、濾過材、エアーポンプ
電源：200V 三相、100V 単相50Hz

型式：縦型
内容積：約20L
最高温度：120℃以上
制御：デジタル
ステンレス篭付き
電源：220v 50Hz

型式：自然対流式
温度範囲：室温～60℃
温度制御：PID
内容積：約30L
タイマー：99時間
電源：220v 50Hz

秤量：300-400g
読み取り限度：0.001g
電源：220v 50Hz

閃刀、はさみ、有柄針、ピンセット、留め針、ルーペの6点セット　木箱入り

最高温度：80℃
温度制御：PID
容量：約30L
型式：観察窓付き
電源：220v 50Hz

槽容量：2L以上
型式：温度調節付き
タイマー：30分以上付き
電源：220v 50Hz

攪拌能力：1L以上
回転範囲：1000rpm以上
型式：調節ダイアル付き
電源：220v 50Hz

型式：往復振とう
振とう速度：200rpm可変
フラスコホルダー：スプリング式ラック
速度表示：デジタル
電源：220v 50Hz

型式：プラスチック製
サイズ：約300x300x500mm
棚板：2枚以上

型式：双眼、明視野観察用
接眼レンズ：10X
対物レンズ：4/10/40/100x
照明：調節ダイアル付き
ステージ：メカニカル

型式：ズーム式双眼
接眼レンズ：10X
総合倍率：40x以上

表示：デジタル3桁以上
シャーレサイズ：90mm以上
照明：蛍光灯12W以上
拡大鏡：径100mm
電源：220v 50Hz

型式：温風器付き組立て
高温度：35℃以上
タイマー：60分以上
棚板：3枚以上
寸法：約700x500x1500mm
電源：220v 50Hz

型式：縦型
内容積：450L以上
最低温度：-30℃以下
バスケット付き
電源：220v 50Hz

秤量：約200g
読取り限度：0.1mg
型式：風防付き
電源：220v 50Hz

型式：卓上型
測定範囲：0-14pH
表示：デジタル表示
電極ホルダー付き
電源：220v 50Hz

秤量：0.5-10uL/2-20uL/10-100uL/20-200uL/100-1000uL
チップ：各1000ヶ付き

型式：卓上型
能力：1.8L/時以上
供給水：水道水
フィルター：イオン交換、前処理
電源：220v 50Hz
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消耗品交換
部品供給

維持管理
原産国

現地代理店の必要性
機材
番号

機材名 仕様または構成
決定
数量

調達国

59 循環型飼育水槽 3式 日本 日本 ---- ----

60 循環型飼育水槽 1式 日本 日本 ---- ----

61 循環型飼育水槽 1式 日本 日本 ---- ----

62 予備水槽 2 日本 日本 ---- ----

63 台車 1 日本 日本 ---- ----

64 携帯ガソリンポンﾌﾟ 1 日本 日本 ---- ----

65 ラップトップコンピューター 3 モンゴル
ASEAN
中国
日本

---- ○

66 デスクトップコンピューターA 11 モンゴル
ASEAN
中国
日本

---- ○

67 デスクトップコンピューターB 7 モンゴル
ASEAN
中国
日本

---- ○

68 DVD制作システム 1 日本
ASEAN
日本

---- ----

69 液晶プロジェクター 1 日本
日本
中国

---- ----

70 DVDプレイヤー 2 日本
ASEAN
EU ---- ----

71 DVDラック 2 日本 日本 ---- ----

72 アンプ 1 日本
ASEAN
日本

---- ----

CPU : Intel Core 2 Duo 2.2GHz
Memory : 4GB以上
HDD : 320GB以上
Monitor : 20"、XGAﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ以上
OS : MS Windows Vista以降
MS　Office2007,Anti-virusﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ
UPS付き（バックアップ3分以上）
電源：220V 50Hz

CPU:Intel Xeon 3GHz Dual以上
メモリー：4GB以上、
内蔵HDD： 250GB以上、外付けHDD 1TB以上
HDV Digital recorder付き
HDV/DV対応HDビデオカメラ付き
DVD盤面印刷機付き
DVD複製付き
UPS付き、映像/音声編集ソフト付き
DVD±RW/±R DL/RAM ドライブ
SD/DH-SDI対応ビデオキャプチャーボード
Multi-Monitor Graphicコントローラ
電源：220V 50Hz

方式：3LCD
輝度：約3000ルーメン
画素数：70万以上
コントロール：リモートコントロール
設置：天井取付用マウントラック付き
電源：220V　50Hz

方式：PAL
機能：リピート再生
録画メディア：DVD±RW/±R/DVD-RAM・CD-R/-RW

型式：アクリル展示水槽 0.75トン、架台付き
水槽サイズ：約1500 x 600 x H800mm
水槽厚さ：20mm以上
濾過槽：循環式 十分な容量を持つこと
付属品：冷却器、ヒーター、照明、濾過材、エアーポンプ
電源：100V 単相50Hz

型式：アクリル展示水槽 0.6トン、架台付き
水槽サイズ：約1250 x 600 x H800mm
水槽厚さ：20mm以上
濾過槽：循環式 十分な容量を持つこと
付属品：冷却器、ヒーター、照明、濾過材、エアーポンプ
電源：100V 単相50Hz

サイズ：約800wｘ400dｘ400h以上
天板耐加重：30kg
棚板耐加重：10kg

用途：PA用アンプ
定格出力：240W
マイク入力：6CH
電源：220V　50Hz

型式：アクリル展示水槽 0.2トン、架台付き
水槽サイズ：約600 x 600 x H600mm
水槽厚さ：10mm以上
濾過槽：循環式 十分な容量を持つこと
付属品：冷却器、ヒーター、照明、濾過材、エアーポンプ
電源：100V 単相50Hz

構成
1.PPタンク
2.水中ポンプ
3.ホース
主仕様
1.PPタンク
　　容量：1000L
2.水中ポンプ
　　形式：ステンレス製 or 樹脂製
　　電源：3相380v　or  単相200V
    全揚程：4m
　　吐水量：約100L/分
3.ホース
　　10m

対加重：450kg以上
荷台寸法：約1200x700mm
型式：ストッパー付き、ステンレス製

駆動方式：ガソリンエンジン
エンジン排気量：約120cc
出力：約2Kw
ポンプ吸入：口径50mm
ポンプ吐出：口径50mm
全揚程：約30m
吐出量200L/min以上

CPU : Intel Core 2 Duo 2.2GHz
Memory : 4GB以上
HDD : 320GB以上
Monitor : 14"、XGAﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ以上
DVD±RW/±R DL/RAMﾄﾞﾗｲﾌﾞ
OS : MS Windows Vista以降
MS　Office2007,Anti-virusﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ
電源：220V 50Hz

CPU : Intel Core 2 Duo 2.2GHz
Memory : 4GB以上
HDD : 320GB以上
Monitor : 20"、XGAﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ以上
OS : MS Windows Vista以降
MS　Office2007,Anti-virusﾌﾟﾘｲﾝｽﾄｰﾙ
UPS付き（バックアップ3分以上）
ArcViewソフト2セット付き
電源：220V 50Hz
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消耗品交換
部品供給

維持管理
原産国

現地代理店の必要性
機材
番号

機材名 仕様または構成
決定
数量

調達国

73 スピーカー 4 日本 ASEAN ---- ----

74 電動スクリーン 1 日本 日本 ---- ----

75 マイクセット 1式 日本
ASEAN
日本

---- ----

76 同時通訳システム 1式 日本
米国
EU

---- ----

77 ビデオ会議セット 1式 日本 日本 ---- ----

78 液晶プロジェクター 4 モンゴル
ASEAN
中国

---- ----

79 ビジュアルプレゼンター 1 日本
日本
中国

---- ----

80 カラープリンター 1 モンゴル
ASEAN
中国

○ ○

81 液晶スクリーン 1 モンゴル
ASEAN
EU

中国
---- ----

82 カラーコピー機 2 モンゴル
ASEAN
中国

○ ○

83 モニター 1 日本
ASEAN
日本
韓国

---- ----

84 デジタル印刷機 1 モンゴル
ASEAN
中国

○ ○

85 ビデオカメラ 3 モンゴル
ASEAN
日本

---- ----

86  一眼レフデジタルカメラ 1 モンゴル
ASEAN
日本

---- ----

87 撮影用照明装置 1式 モンゴル
ASEAN
中国

---- ----

88 マイク 1 日本 日本 ---- ----

89 デジタルレコダー 1 日本
ASEAN
中国

---- ----

90 スピーカー 1 日本  ASEAN ---- ----

型式：50型以上
方式：PAL
画素数：約1300x700
入出力：RGB/BNC/ビデオ
電源：220V　50Hz

プリントスピード：18枚/分以上
HDD：80MB以上
用紙容量：500枚以上
品質：600dpi
機能：レザーコピー、平面スキャナー
電源：220V　50Hz

Full HD撮影
記録メディア：HDD(80GB以上）内蔵
ズーム：光学10x以上
記録方式：PAL
LCD：2.5インチ以上

型式：デジタル一眼レフレックス、ストロボ内蔵、
総画素数：1000万画素以上
交換レンズ：18-55mm、F3.5-5.6SAM相当
LCD：2.7インチ以上
付属品：三脚、8GBﾒﾓﾘｰｶｰﾄﾞ付き

構成
1.110w以上のメタルハライド照明器具
2.撮影用傘
3.ストロボヘッド
4.スタンド
5.110ｗ以上の撮影照明器具
6.反射幕
7.反射板
8.収納機材
電源：220V　50Hz

型式：ダイナミック単一方向性ナレーション録音用
周波数対応：50-18,000Hz
電源：220V　50Hz

型式：携帯・スタジオ使用型、ステレオ録音
記録メディア：メモリースティック
録音フォーマット：16/24ビット
電源：220V　50Hz

型式：バイアンプ2方向型
周波数対応：50Hz-40kHz
定格出力：40W程度
電源：220V　50Hz

型式：22インチ以上
分解能：1900x1200以上
最大輝度：250cd/m2以上
コントラスト比：1000:1以上
最大表示色：10億以上
電源：220V　50Hz

型式：2色デジタル印刷機
対応サイズ：最大A3
印刷速度：130ppm以上
読込解像度：300 x 600dpi相当
書込解像度：300 x 600dpi相当
備品：架台
電源：220V　50Hz

型式：コンパクトタイプ
定格入力：30-50W、
三脚スタンド付き
電源：220V　50Hz

型式：電動
サイズ：150インチ
電源： 220V　50Hz

1.一般スピーチ用
2.ワイヤレスピン型
3.ワイヤレス・スピーチ用
4.スタンド付き

国際会議用同時通訳システム
　　マイク ・ヘッドフォン ：2
　　卓上型送信機 ：2
　　赤外線装置 ：2
　　携帯型受信機 ：108
　　イヤホン ：108
　　充電器  ：5
　　ケーブル  ：4本

端末方式：ITU-TH.320/H323・IETF　SIP
通信速度：最大10240kbps (IP接続時)
1/3CMOS 200万画素カメラ
音声：ステレオエコーキャンセラー付き
映像/音声とPC画面を同時送信可能

型式：3LCD
画素数：70万以上
輝度：2000ルーメン以上
電源：220V　50Hz

用途：一般資料映写用
総画素数：85万画素以上
撮像速度：20フレーム/秒
撮像範囲：最大A3相当
光学ズーム：16倍以上
解像度：水平600TV以上、垂直600TV以上

プリンター形式：インクジェット
色：8色以上
印刷サイズ：A1まで
解像度：2400x1200dpi以上
メモリー：384MB以上
電源：220V　50Hz
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消耗品交換
部品供給

維持管理
原産国

現地代理店の必要性
機材
番号

機材名 仕様または構成
決定
数量

調達国

91 ヘッドフォン 1 日本  ASEAN ---- ----

92 書記台付椅子 108 中国 中国 ---- ----

93 講演台 1 中国 中国 ---- ----

94 幕板付テーブル 2 中国 中国 ---- ----

95 キャスター付き椅子 19 中国 中国 ---- ----

96 ホワイトボード 6 中国 中国 ---- ----

97 教師用机研修生机 32 中国 中国 ---- ----

98 プリンター台 4 中国 中国 ---- ----

99 研修生椅子 107 中国 中国 ---- ----

100 スクリーン 2 中国 中国 ---- ----

101 コンピューターデスク 11 中国 中国 ---- ----

102 棚型ロッカー 18 中国 中国 ---- ----

103 椅子収納台 11 中国 中国 ---- ----

104 本棚 30 中国 中国 ---- ----

105 標本棚 4 中国 中国 ---- ----

106 マガジンラック　Ａ 2 中国 中国 ---- ----

107 マガジンラック　Ｂ 2 中国 中国 ---- ----

108 キャレル 4 中国 中国 ---- ----

109 テーブル 2 中国 中国 ---- ----

110 ラボ用テーブル 4 日本 日本 ---- ----

111 ラボ用椅子 18 中国 中国 ---- ----

112 キャビネット 6 中国 中国 ---- ----

113 オープン棚 18 中国 中国 ---- ----

114 事務机 4 中国 中国 ---- ----

115 事務椅子 4 中国 中国 ---- ----

116 簡易製本機 1 日本 日本 ---- ----

117 簡易製本機 1 日本 日本 ---- ----

118 テーブル 3 中国 中国 ---- ----

119 キャスター付き引出し 4 中国 中国 ---- ----

120
コンピューターネットワーク機
材

1式 モンゴル
ASEAN
中国

○ ○

サイズ：約600Ｗｘ560Ｄｘ1010Ｈ
型式：キャスター、肘付き

型式：糊付け型
最大製本幅：40mm
最大加工幅：390mm

型式：リングバインド型、手動パンチ
最大製本寸法：A4

サイズ：約1500Ｗｘ1800Ｄｘ700Ｈ
材質：木製(一部スチール)

サイズ：約1200Ｗｘ600Ｄｘ2100Ｈ
棚板：4枚以上
材質：スチール

約1200Ｗｘ450Ｄｘ1800-2000Ｈ

600-1200Ｗｘ400-450Ｄｘ900-2000Ｈ

サイズ：約1000W x 600Dx 1120H
材質：木製

サイズ：約1200Ｗｘ1000Ｄｘ700Ｈ

サイズ：約900Ｗｘ450Ｄｘ1800H
型式：2段、6人用

サイズ：約420Ｗｘ600Ｄｘ600Ｈ
引出し：3段
材質：スチール

Server
  CPU： クァッドコアIntel Xeon E5506
  MEM：4GB 以上
  HDD：300GBx6
  OS：MS Windows Server 2008 standard ed.Eng.
  KIT：Dell OpenManegment
Server
  CPU： クァッドコアIntel Xeon E5502
  MEM：4GB 以上
  HDD：300GBx4
  OS：MS Windows Server 2008 standard ed.Eng.
  KIT：Dell OpenManegment
APC UPS 1500VA
電源：220V　50Hz

サイズ：約900Ｗｘ900Ｄｘ700Ｈ
材質：木製

型式：中央実験台
サイズ：約1800x1200
機能：コンセント及び収納引出し付き
材質：木製

サイズ：約560径ｘ820Ｈ

サイズ：約900ｘ450Ｄｘ1700-2100Ｈ
棚板：4段以上
材質：スチール

サイズ：約900Ｗｘ450Ｄｘ1800-2100ＨＤｘ1800-2100Ｈ
棚板：4段以上
材質：スチール

サイズ：約1200Ｗｘ700Ｄｘ700Ｈ
型式：引出片袖3段
材質：スチール

型式：1台当の収容能力10脚

サイズ：約900Ｗｘ400Ｄｘ2100Ｈ
棚板：4枚以上
材質：スチール

型式：オーバーヘッドダイナミック型
周波数応答：5-30,000Hz
感度：105dB/mW
電源：220V　50Hz

サイズ：約500Ｗｘ600Ｄｘ830Ｈ
型式：キャスター付、積重ね可能

サイズ：約650Ｗｘ500Ｄｘ1100Ｈ
材質：木製

サイズ：約1800Ｗｘ500Ｄｘ700Ｈ
型式：折畳み式

サイズ：約1500Ｗｘ600Ｄｘ700Ｈ

サイズ：約800Ｗｘ700Ｄｘ700Ｈ

サイズ：約550Ｗｘ550Ｄｘ750Ｈ

サイズ：約100インチ
電源：220V　50Hz

サイズ：約600Ｗｘ550Ｄｘ900-1000Ｈ
型式：キャスター付、肘掛なし

サイズ：約1800Ｗｘ900Ｄ
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11. 初期環境調査（IEE）結果 
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2008 OHbl 10 nyraap capuu 07-Hbl 15 gyraap ryuiaanaap 
TOMMnorgcoH a)f(nblH X3C3r. 

Tecen x3p3nKVyn3PH1"H Ynaaafiaarap XOT, YMHr3JlT3H nvvper, 50AJKf/. Yrac: 51­
xaSir 261516, A)f(nblH x3crMHH axnar-i l...\.,QaMgMH. 

"Llaxrsr yCHbl HSSI..\, 6MonorMHH repen 3yMnMHH TaB"TOCml"H XY4HH 43Aan, TOB4 
6aHryynax TecnMMH XYP33Hg yHgC3H 3 gaBxap 6apMnraTOAOpXo"nOnT 
6aHryynaM)f( fiapuxaap TSneBJleCeH 6aMHa. 
Ypbg4MncaH TSnSBneJlTSSp 1 nvroap naaxapsir >KYYJl4MH, 
3HrMMH Mpr3g YHn4nVVJl3X, 2 gyraap nasxapr cyprarrruu 
TaHXMM, 6aHranb Op4Hbi M3g33nMiiH TeB, 3 gyraap 
naaxapr cynanraa WMH)f(Mnr33HMH nafioparopu, ocj:Jcj:JMC 
6aHpnyynax 6a 300pMHH gaBxapT ragHaac opyyJlax g3g 
6'{T31..\, aBTO MaWMHbl rpax, Y33JlMHH epee 33prMHr 
6aMpnyynaxaap T00l..\oonCOH 6aMHa. 
TscnMMH yHn a)f(MJlnaraar X3BMHH aayynaxan uiaapnarnax 
3P4MM XY4, nynaau xauraso«, 1..\3B3P, 60XMp yCHbl 
acyynru,ir TaBnepCSH uiyrara cyn)f(33Hg xon6ox, 6ycag 
TeXHMK X3p3rC3n, TOHor rexeepexo«, TVYXMMH 3g, 
MaTepManMHr TeCJlMiiH T33Y, aypar rscen, renesnenren 
aaacuur garyy aunrrnaxaap TSnSBne)f(33. 
Tscen X3p3r)f(yYJl3r4Mg yr reen 35 xyHMMr a)f(nblH 
6aMpaap xaurax yHn a)f(MJlJlaraa flBYYJlHa. 



EPSHXVlliI YH3Ilr33HVlliI AyrH3J1T 

YIlaaH6aaTap XOTblH XaH-YYIl AyyprlllC1H HyTar A3BCr3pT 60rA XaH yyIlblH Al.\r-blH 
3aC1caHrlllC1H aMaHA "1.\3Hr3r yCHbl H99'-1, 61110IlOrlllC1H T9p9Il 3yC1IlIIIC1H T9B" 6aC1rYYIlaX 
T9C9IlA "6aC1raIlb 0P"fIllHA H9Il99Il9X 6aC1,t11lblH YH3Ilr33HIIIC1 ryxaC1" XyyIlIIIC1H Aaryy 
EP9HXIIIC1 YH3Ilr33 XIIIC1lK, yr T9CIlIIIC1r H9X'-I9Il 60Il30IlT0C1roop X3P3r>KYYIl3X 60IlOMlKT0C1 
r3lK Y3Il33. 

TSCSIl X3P3IJKYYIl3X3,Q MSP,QS}I{ A}I{VlIlIlAX
 
WAAP,QJlArATA~ HSXl\SIl c0Jl30n
 

Xllliilx alKIlblH H3p Xyrauaa TaC1Il6ap 

1. YCHbl H881..\1III;1r 30XIIICT0l;1 aurarnax, axyl;1H 6onoH fiapanra 
6al;1ryynaMlKIIII;1r fiapax S1Bl..\ag aunirnax yCHbl 3X yycs3pllll;1r 
TOrTOOlK, yc aururnacuu T8n68pllll;1r TOrTOOCOH xyrauaaun 
6apargyynax; 
- Axyl;1H xasrnan fioxap ycur xon6orgox 6al;1ryynnaraac 
T8XHIIIKIIII;1H H8xI..\8n aS4, r3p33 6al;1ryynaH T8sn8pc8H uryrara 
cynlK33Hg HIIII;1nvyn3x 6al;1gnaap wlIIl;1gs3pn3x. 
- Eoxap yc saanyynax wyraM xoonoiiu 6111TVYM>KJl3n, 6al;1ranllll;1H 
6onoH ragHbl H8n88r88p 33sp3nT, uooporrr yYC4 X8pC, ryHlII1;1 
ycur 60xlllpgyynaxaac ypbg4111naH caprnjinax apra X3MlK33 aS4 

Y~n 

axunnaraa 
Hbl TYPWOlg 

axnnnax. 

2. Axyl;1H fonon 6apVIJlrblH xor xasrnnur aopaynarrruu rycrati 
casaun aarunau snrax xanranau, Xan-Yyn gvvprllll;1H TYK-TaI;1 
r3p33 6al;1ryynlK, TOrTMOn xyrauaaun 3al;1nyynlK 6al;1x. 

CapTYTaM 

3. T8sIIII;1H 3g3n63p raaap, 6apillma 6al;1ryynaMlKIIII;1H Op4Hbi 
ranfiajir sacax roxuxyynax, avnsrxvvnox, HorOOH 6al;1ryynaMlK 
6al;1ryynax acyygnblr M3pr3>KJlIIII;1H 6al;1ryynaraac 38sn8MlK aS4 
8P8HXIIII;1 T8n8sn8r88Hg saacuu garyy IIIlK 6yp3H roxaxyynax. 

YC1n 
axunnaraa 
3xn3X veec 

4. AlKnblH 6al;1pHbi opvvn axyl;1H 6onoH ranuu gyrH3nTIIII;1r 3pX 
6yxIIII;1 6al;1ryynnaraap rapryynx M8pg8lK axunnax. 

YC1n 
axannaraa 
3xn3X vezc 

5. ranblH aioynaac xauraanax 6aralK xeporcruuir 63n3H 6al;1max, 
T3gr33pIIIl;1r aunirnax apra aaaapur axnnnarcnazi 333Mwyyn3x, 
ransni aroynaac capruanex auxaapyynra caHaMlK XIII I;1lK, Hyg3Hg 
xaparnaxyjiu rasapr 6al;1pnyynax. 

YC1n 
a)l(Olnnaraa 
3XIl3X vesc 

6. YI;1n4111nvyn3r4gllll;1H T33spllll;1H xeparcan, aSTO MaWIIIHbl 
aorcoonur ouoa-rrojiroop wIIII;1gs3pn3x, xaTYY xy4111nnTal;1 XlIIl;1lK 
TOOC wopoo yyC3X, x8pcIIII;1r anornon csnparm opoxooc 
ypbg4111naH capruanax apra X3MlK33r asax. 

Y~n 

axannaraa 
3XIl3X vezc 

8. 5al;1ranb op-n-srr xauraanax ranaap aS4 xoparxvvncau apra 
X3MlK33HIIII;1 ranaap lKllln 6yp raanaa raprax, 50rg XaH yynblH 
,Qur-bIH Xararaanarmsm aaxapraaun xvorvvnx 6al;1x. 

}I{Oln 6yp 



9. 5aiiiraIlb 0p'-lHblr xararaanax 60IlOH 6aiiiraIlb 0p'-lHblr 
xauraanaxrau xonoorncou XYYIlb TOrTOOM)f(l1iiir 611eIlYYIl3x 

YiiiIl 
acyynnaap 6aiiiraIlb 0P'-lHbl 60IlOH 3pYYIl axyiii, xannaap cyzinan, axannaraa
XSgSIlMSp, 6apl1Ilra, g3g 6YTI..\l1iiiH Xs:lHaIlTblH 6aiiiryyIlIlara, 3xn3X ye3c
T3gr33pl1iiiH a)f(I1IlTHyygTaiii 6aiiiHra xaurpaa axnnnax. 

10. TSCIll1iiiH yiiiIl a)f(I1IlIlaraaHbl '-Il1rJl3Il 60IlOH XY'-lI1H -raaan 
eep-mernex, eprerren, WI1H3'-1Il3Il XI1 iiix , 6aiiipwt-lIl eep-mernex 
TOXl10IlgOIlg 6aiiiraIlb OP'-lI1Hg HSIlSSIlSX 6aiiigIlblH epsHxl1iii Tyxaiii 6YPT 
YH3Jlr33r gaxl1H Xl1iiiJlr3)f( Wt-liiigB3p rapryynx 6aiiix. 

gyrH3IlT rapraxc, HSXI..\SIl, fionansir TOrTOOCOH: 

4~H. MlnAIl >KYYIl4IlAIlbl 
>K334 .Q.W~>K~P-3P.Q3H3 

EpSHXlifiii YH3Jlr33Hlifiii gyrH3IlTI1iiir XYIl33H 3SBWSSp'-l, HSXI..\ 60Il3Ilbir 
X3P3f)f(VYIl3X YVP3r XYIl33C3H: 

TOCOI1 X3p3rJKYVI13X alKIlblH /1/ AN 
X3crlifHH aXI1a~IlI~lfA/__- __lI..QAM.Q~H 



（初期環境影響評価結果 仮訳） 
 

モンゴル国 

自然環境･観光省 
 

14201 ウランバートル市チンゲルティ地区 

国連通 5/2 第二政府会館 

Tel：266171 Fax：（976-11）266286 

e-mail: monen@mail.mn ; http://www.mne.mn 

 

2009.03.30 No. 6/802 

 

 “淡水資源生態系管理及び自然保護センター”計画ワーキンググループ 殿 

 

ウランバートル市ハンオール地区 11 ホローに属するボグドハン国立特別保護区

ザイサン盆地に“淡水資源生態系管理及び自然保護センター”を建設する計画案

に関する“自然環境影響実態評価法”に基づき初期環境影響評価を行った。 
本プロジェクトの IEE マトリックスを条件に実施は可能と判定された。 
 
 
初期環境評価結果を付ける。 
 
 
      主任審査員           Ch.Ganbat 

 

080813 



自然環境･観光省 
 

自然環境･観光省による初期環境調査結果 

2009 年 3月 26 日 

計画番号   2009/J 021 

 
 

プロジェクトの概要 
 

プロジェクト名 “淡水資源生態系管理及び自然保護セ

ンター”建設計画 
プロジェクト位置 ウランバートル市ハンオール地区 11 ホ

ローに属するボグドハン国立特別保護

区ザイサン盆地 
発注者 日本国無償資金協力よる“淡水資源生

態系管理及び自然保護センター”建設

計画案にモンゴル国自然環境観光省大

臣に 2008 年 10 月 07 日第 15 認定によ

って設立されたワーキンググループ 
発注者の住所 ウランバートル市チンゲルティ地区自

然環境観光省  Tel：51-261516、 
ワーキンググループリーダー： 
Ts.Damdin 

プロジェクト概要、用量 “淡水資源生態系管理及び自然保護セ

ンター”施設は３階建てであり、予定

では１階を一般人と観光客が主に利用

する、2 階には研修室、自然環境情報

センター、3 階には実習ラボ室、事務

室などがあり、地下１階には機械室、

駐車場が予定されている。 
本施設には 35 名の職員が常駐する。 

 



自然環境･観光省による初期環境調査結果 
 
ウランバートル市ハンオール地区 11 ホローに属するボグドハン国立特別保護区

ザイサン盆地に“淡水資源生態系管理及び自然保護センター”を建設する計画案

に関する“自然環境影響実態評価法”に基づき初期環境影響評価を行った。 
本プロジェクトの IEE マトリックスを条件に実施は可能と判定された。 
 
プロジェクトの実行にあたり、必要とする条件 

項目 時期 備考 
1. 水資源の適正利用、飲料及び工事用水を確定し使用料

を指定の期間に支払うこと 

－ごみを処理し、下水については関係機関から技術要件書

を取得し、契約してから管を接続すること 

－外部および内部の影響により、管接続部から漏水しない

よう注意すること 

活動中 

 

2. 工事中および施設の完成後はごみを専用箱に保管し、

ハンオール地区の輸送サービス会社と契約し、定期的

にごみを処分すること 

毎月 
 

3. 敷地周辺を緑化にするための専門会社からアドバイス

を受け、都市計画に従い緑化を実施すること 
活動開始より 

 

4. 衛生局と消防局から技術要件書を受け、要件を遵守す

ること 
活動開始より 

 

5. 消防設備を設置し、マニュアルにより従業員に教育す

ること。火災注意看板を見える位置に設置すること 
活動開始より 

 

6. 一度に来訪する車両数を管理し、適切な駐車場の場所

を選択し、アスファルト舗装として土壌を汚染より保

護すること 

活動開始より 
 

8. 自然保護活動に関して実施した活動報告書を作成し、

ボグドハン特別保護区管理事務所に提出すること。 
毎年 

 

9. 自然保護及び自然保護に関連ある法律、事例を守るこ

とに関しては自然環境省、衛生局、建設、インフラ関

連機関等と協力すること 

活動開始より 
 

10. プロジェクト活動方針および施設能力の変更、拡大、

再開発、位置の変更の場合には初期環境調査を再度申

請すること 

随時 
 

 
初期環境調査を実施し、条件を決定した。 
自然環境･観光省  審査員            D. Shijir-Erdene 
 
初期環境調査結果に同意し、条件を実行する義務を受けた側 
プロジェクト ワーキンググループ リーダー    Ts. Damdin  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 技術条件書 
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1. 技術条件書 

 

上下水技術条件書 
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上下水技術条件書（仮訳） 

 

可決済み。   水道管理局局長：（サイン・印鑑）B.Purevjav 
水道管理局の技術条件交付委員会の 

2009 年 06 月 04 日の会議で協議し、100 号議事録に基づいて承認した。 
 

 
技術条件 番号：100/09 

 
1. 建物、オブジェクトの名称： 

淡水資源自然保護センター、3 階建てビル 
2. 建物、オブジェクトの所在地： 
Khan-Uul 区、仏様公園の前 
3. 飲水の計算： 
A.生活用飲水の需要   5.6ｍ3/日 
B.技術的な需要    ｍ3/日 
C.消防用需要    2.5l/秒 
D.散水     ｍ3/日 
4. 上水接続位置、レベル、配管の直径： 
深井戸がある。 
5. 水道供給の源泉： 
A,B,C の上水の源泉 
6. 下水計算： 
A.生活用水排出量   5.6ｍ3/日 
B.技術的需要からの排出  ｍ3/日 

合計  5.6ｍ3/日 
7. 下水接続の位置、レベル、配管の直径： 

農業大学ビルのφ300mm の主配管との接続、および接続箇所についての設計図面

で協議する 
8. 建築主と設計会社は、技術規定・規則を厳守するが、設計図面を水道管理局と協議

する必要がある。 
9. 水道供給、排水管の洗浄、給水、試験、および調整工事の経費を設計図書に記載す

る。 
10. この技術条件書の期間を 2 年間とする。期間満了した際、施主は、水道管理局に対

して期間の延長をするか新規技術条件の発行を水道局に申請する。 
11. 建設工事中に設計図書を変更する必要が生じた場合、水道管理局に検査してもらい、

承認された図面に従い施工する。 
12. 技術条件書を、添付書類と共に水道管理局の記録保管所へ提出する。 
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13. 水道施設の建設に当たって、地下配管の移動、経由する道路、低木を伐採する際、

復旧にかかる費用は予算として計上する。 
14. 水力計設置場所には、防水型照明器具を設置し、設置場所の温度を 5 度以上とする。 
15. その他の要求：施設にある実験室からの排水は、検査を行い規定以上の化学薬品が

流出する場合はフィルター等で浄化し直接排水してはならない。 
 

 技術条件に関わる要求： 
1. 水量計を設置する。 
2. 工事図面を作成し、水道管理局、首都自然保護建設計画庁の都市開発労働調整課と

協議する。 
3. 建設基準と規則書に従い、水道管を建物より 5m 以上離す。 
4. 外部上水マンホールに遮断バルブをつける。また凍結防止のための保温材を巻く。 
5. 消火栓を設置する際、新規にマンホールを設ける。 
6. 制御盤設置場所に水量計と圧力計を設置する。 
16. 施工者は、供給機関の検査技師から検査を受け、検査カードに記載する。 
17. 上水、下水管の検査の際、検査技師に必ず立会いを求め、露出配管・埋め込み配管

工事の検査書類に記載する。 
18. 16,17 項を実行しなかった場合、建物の引き渡しは認められない。 
19. 都市、市街地の水道供給、及び排水の利用は基準 9.3 項通りとし、水道管理局が申

請者の配管から新たに別の利用目的で接続するための技術条件を与えた場合、これ

を受け入れ接続させること。 
20. 建設上部機関の命令： 

自然環境省大臣の 2005 年の 244 号令 
21. 技術条件を与えた機関： 

Ulaanbaatar 市の水道管理局、自然環境・観光省 
22. 技術条件に関わる平面図： 
（図面） 
上水マンホール    下水マンホール 
上水管       下水管 
 
水道管理局の技術条件の技師：（サイン）J.GANCHIMEG 
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暖房用温水技術条件書
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暖房用温水技術条件書（仮訳） 

 
ウランバートル暖房ネットワーク株式会社 
210136 ウランバートル市、バヤンゴル地区 F.Engelsiin 通り、Tel:Fax976-11－34－23－97 

2009 年 11 月 17 日 No 2/1644    
 
 
自然環境観光省 殿 
 
Khan-Uul 地区第 11khoroo、Zaisan 山に建設予定である“淡水資源・生態保護セ

ンター”への暖房を接続するため、“Mantuush Co.,Ltd”より 2009 年 07 月 03 日

に第 138 依頼書が提出された。これにより 11 月 09 日に暖房局の技術条件を与

える権限を持つワーキンググループにより会議が開かれた。その結果、Mantuush 
Co.,Ltd の TsTP の第 2 接続点より接続することを許可する。 

 
尚、設計図面の作成時に隣接する土地の所有者に工事に対する同意を得る必要

がある。 
 
 
主任 Sh. Munkhjargal 



 7

電力技術条件書 
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電力技術条件書（仮訳） 

可決済み。Ulaanbaatar 電力配電ネット株式会社の社長：（サイン・印鑑）D.Battulga 

技術条件 番号：553/2009 
日付：2009 年 06 月 02 日 

 

1. 契約者氏名、住所：自然環境・観光省 
2. 契約者の所在地：Khan-Uul 区、第 11 ホロ、Bogdkhan 山 Zaisan 山口 
3. 業務・サービスの用途：淡水資源自然保護センタービル 
4. 技術条件交付の根拠：国の特別保護区での土地利用 2007 年 401 号の証明書 
5. 設定能力：170KW 
6. 特別事項： 

A. 国際基準の要求を満たした、消費量の少ない 2 台の 250KVA 能力の 10/0.4KV
能力のトランスと制御盤を新設する。 

B. 10KVのケーブルラインの配線工事をUlaanbaatar配電センターネット株式会

社の「西部配電センター」により施工してもらう。 
C. 建物を送電線の区域に建設することを禁止する。 
D. この技術条件通りに設置される設備、トランス、ケーブル類は新設であるこ

と。 
E. 配線工事中、Ulaanbaatar 配電センターネット株式会社の「西部配電センター」

に検査を依頼し、関係書類を揃える。 
7. 接続ポイント： 

A. 制御盤-226 と制御盤-2002 間における既存の電線を切断し、片側（A）の電線

から 10KV のトランスに接続し、そこからもう一方のトランスを経由して、

切断したもう一方の既存電線（B）に接続する。 
B. Ulaanbaatar 配電センターネット株式会の利用している電線の引き込みに関

して、制御盤の 10KV 側及び 10,0.4KV の各ケーブルを Ulaanbaatar 配電セン

ターネット株式会の所有として引き渡す。 
8. 電力計：新設するサブステーションの 0.4KV 側の I 及び II セクションに電力を

計測する 3 相の電子電力計を設置し、0.4KV の電力計、電流トランスを鍵付の

特別なケース内に取り付ける。 
9. 下記の技術課題、法規に従うこと： 
9.1 制御メインパネル及び 10、0.4KV のケーブルラインの位置図を有権機関に作成

してもらい、都市開発・戦略方針課に許可を受け、回路接続、能力を Ulaanbaatar
配電センターネット株式会社に検査を依頼する。 

9.2 制御メインパネル及びパネルの接地を基準、規則通りに施工し、検査書類を受

け取る。 
9.3 電気工事を専門機関に依頼し、「安全作業規則及び機械利用規則」に従い施工

する。「電力利用規則」の 4 条 22,23 項の指定通りに管轄される区の電力会社
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支店及び配電ネットに検査を依頼し、検査書類の作成、及びラインの接続を行

う。 
9.4 電圧の変動において±5％に対応した設備を設置する。 
9.5 政府の 2001 年の 263 号令で可決された「電力利用規則」の規定を厳守する。 
9.6 「電力法律」の 30.1.8 項の規定に従い、自己の利用・電気設備の定期的な点検

を行う。異常があった場合、自己負担により修理を行う。 
9.7 建設主は「電力法規」に従い、自己の設備を当社の承認を得て、新規接続を行

う。 
9.8 建設主は、自己所有の電気設備の利用において、安全作業責任者を従事させ、

電線の管理区域内のゲル、住宅、建造物の建設、及び電線所有者、利用者は承

認された以外の利用を禁止する。 
9.9 「モンゴル国のエネルギー法」及び「電力利用規則書」の指示項目を厳守する。 
9.10 電気使用料を Ulaanbaatar 電力配電ネット株式会社の Khan-Uul の消費サービス

センターへ支払う。 
9.12 この技術条件通りに、接続を 1 年間以内に施工するが、この期間中電気ネット

に接続されなかった場合、新しく技術条件をもらう。 
 

一時的な技術条件 
1. 建設現場内に 0.4KV側に 3相の、保証された電子電力計、250KVA側に 10/0.4KV

のトランス付の KTPN（サブステーション）を設置する。 
2. KTPN（サブステーション）を制御盤-226～制御盤-2002 の切断した既存の電線

（A）を 10KV のトランスに接続し受電する。 
3. この一時的な技術条件は建物の建設期間中だけ有効で、この期間中、建物に業

務・サービスを行ってはいけない。 
 

委員：（サイン）N.Puntsagnorov 
（サイン）G.Bazargur 

（サイン）D.Tserendamba 
（サイン）T.Battsetseg 

（サイン）D.Ganbat 
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通信（電話）技術条件書 
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通信（電話）技術条件書（仮訳） 

可決済み。   （サイン）MKHS 有限会社の取締役社長 S.Adiyasuren 
 

 

技術条件  

番号：B 
174/2009 
 
施主：自然環境・観光省大臣 
消費者氏名：L.Gansukh 
連絡先電話番号：26671 
 

1. 所在地：Khan-Uul 区、Zaisan、仏様公園の前 
2. 通信の需要：（事前計算） 
 A）電話の数（個） ：20 個 
3. 特別技術条件：通信調整局から交付された回線許可の通りに、ケーブル及びファイ

バーグラスケーブル配線における技術条件は、MKHS 有限会社だけに与えられる。

技術条件無しで通信全般のサービスを目的としたケーブル配線をした場合、その建

物の引渡は技術委員会及び国家委員会により認められない。 
 

4. 基本的な技術条件： 
 

 既存の端末 KHSH425 から既存の SD15-4 マンホールを通り、建設予定の建物まで、

道路を横断し新規に 2 本線（2 芯）の回線を配線する（道路下なので 2 本線で配線

する） 
 KHSH425 に 100x2（100 回線 2 芯）の端末を設置し、100x2（100 回線 2 芯）の

回線を引き、新規マンホールまで配線する。そのマンホール内の 80 回線は予備とし

2 芯ケーブルをそれぞれ 2m 設置しておく。 
 20x2（20 回線 2 芯）の新設の回線を建物内に引き込み交換機に接続する。 
 この技術条件で、81‐97 の回線を通信調整局で予備として使用する。 

通信調整局より交付されたケーブルの配線は、特別許可を取得した企業により施工

されること。 
 

5. 設計図面に必ず反映させるべき特別技術条件： 
 

 新設の通信回線の配線工事図面を作成する際、モンゴル国の基準 MNS5276:2003、
MNS5279:2003、MNS5280:2003、MNS5277:2003 号の要求及びインフラ省大臣の

1995 年 127 号令で可決された指導書に従って作成する。 
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 契約者の回線配線工事が建物の工事図面に無く、作成されていない場合、MKHS 有

限会社に通知し、また設計図面作成する。 
 端末の位置は、契約者の回線の端末及び設備利用における規定が満たされるよう技

術条件に従い作成する。 
 

6. 配線工事中の条件： 
 配線工事着工前に、設計図面が技術条件通りに作成されたどうかを MKHS 有限会

社の KHSG の ShKBTT に（電話：70112399）検査を依頼し、承認を受けること。 
 配線埋設工事を施工する際、管轄される SHK の主任技師及び技師に検査を依頼し、

埋設工事検査書類を作成し、引渡し証明書に添付すること。 
 配線の埋設工事着工前に、都市の給排水配管の設備使用における担当専門機関に配

管の図面を検査してもらい、了承を得ること。 
 ケーブル配線及び埋設工事着工の際、KHSGの主任技師から正式な通知を受け取り、

管轄される SHK の主任技師の指導の基、施工を行う。 
 配線工事は、外気温-5 度以下の寒冷条件下で施工する。 
 新設したケーブル及びジョイントボックスには記号を明記しておくこと。 
 敷設工事中に、契約者、及び利用機関と共同で検査し、技術要求を完全に満たして

おくこと。 
 契約者との接続条件を整え、建物内の配線をモンゴル国基準 MNS5471:2005 の仕様

通りとして通信敷設工事を引き受ける。 
  

7. 契約者に対する、利用時の要求： 
新設する通信マンホール、回線及びケーブルが都市の電話回線に接続されるの為、

以下の通りとする 
 敷地内に配線された回線及びケーブルは、外部からの機械的故障から保護すること。 
 この回線において延長及び新規でケーブルが接続できる状態にしておく。 
 回線は、いつでも使用可能な状態にしておくこと。 

  
8. 技術条件書を、自然環境・観光省大臣の 2009 年 04 月 17 日の 5/1009 号の公文書

に基づいて交付した。 
9. 敷設工事終了後、計測、検査をしてもらい、指定規則通りに KHSG に機械書類を

通じて引き渡した後、ネットに接続する許可を取る。 
10. この技術条件は、交付した日から 1 年間有効である。 

 
 
技術条件を確認した：MKHS 有限会社ビジネス開発部長：（サイン）Ch.Zolbayar 
技術条件を認定・検査した：都市ネット局長：（サイン）N.Naranbaatar 
作成した：都市ネット局主任技師（サイン）J.Zorigoo  
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